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ケア児に関わる学校や地域の各職種の役割 お

騒教育委鼻会 |

医療的|ケア児の「学校や学びの場」を決~足します。
0「底療的ケタ運営協議会丁の設置・運営

0医療的ケア児のガイドライン等の策定

●学校の看護師等への研修の企画・実施  など

必要時、入院を受けます。

●タキ来での定期フォEl- 0レスパイト入院

●病状変化時の入院   ●退院時指導 など

新任の学校の者護師等に医療的ケアの

'貫

術研修をします。

隠療育センター等の障害福祉サービス事業所

障害児に対して療育 (保育・教育と機能訓練等の発達支援 )を行う場です。

その役割 |よ それぞれの施設によつて異なります。

●児童発達支援、放課後等デイサービス ●短期入所

0療育センター (医療型児菫発達支援)        など

霞病 院
|   ′・ 、

俗
A

ィ ア / ■方/・

ア イ
'オ イ ア

イ  / ィ

連 携

等

長
顕

校
教 学校医→学校の看護鱗と運擬 lプて医療約ケプを安全かつ適明に

~夫
麓する篭理責任を遷つてます。

紬〉●学校にお|す る医療饒ゲア霙麓墾鎮σ歩無筵 。学校の看機師 ,数機員び移騒務騒轡

●医療鞠ケア安全委員会ё設置“運営   ●医療絢ケア鍵本人、保護蕃への説壌

●学校夕ヽとの遵義命窓憲三l                       なな

捜任事女嚢

薯
医療a篭ヶァを実施する学校の透護鰯と連続・機機もながあ教育を機ます。

後 ,● 簿 E3、 l色車康観察 (藤色・懸盈・衰!喬 なと)

。いつもと違う状況のときは校肉で備報其套  な赴

認筵特定`4為業務従事者である教職嚢4葉懸翻の蓋示とこ基●き8塞痰吸葛1等を行笠1ます◆

実籐とこ学校内で医療婚ケアオ墓安全かつ適観 tこ 実施することを

遷つても為ます。

(,め ●捲承書とこ基づく燿別マニユアl♭の作成  ●主治墨、学校医ミ医療的ケプ′指導医等との

。医療約ケア児のアセスメントと鍵簾奮鯉  連絡・報告

。医療倫ケアを4手う教織員へσl掻導・助言 ●緊急時の文ヽ1応  など

学校内での様子を訪臨看護師に晴報提供やお暑談をするこながあります。

養護数論 医療的ケア実施 |こ関わる健康観察・安全管:1望および環境の

整備を担つてしヽます。

(ゆめ。主治医奪 校医・医療蜘ケア指導医との連絡 報ヽ告 ●健康状態の把握

●奢護師等と数職員との違筑支援        ●緊急時対応 /c卜ば

管理者 読闘看嚢そこ関する蓑廷を担つています。

様々な揺談の窓圧lも授つて繰ます。

●訪裔調整

●享実育委員会、医療機関縫学校とσ,運携や調整

●療養な§談

陰宅そこ訪調り、

医療麹ケフを実施笠プます。

●主港医との遺携

●イ宋護者と軽談も、医療騰ケアσづ重夫

●勉職種への憾導。助議

保護者 |こ寄り添も島趨々の

権談に応じて線ます。

●療養や介護の構談

●24持 聞対応

豊宅の状況を学校とこ嬌報握躾もます◇

。「読Fo婚護情報提供書どによる構報棗傑

。必要時舟ンフアレンスの F肝弓催

●同行議闘

拶八どり

職員
P■・OTrs手

り八ビリテーシヨンを行います。

●ポジシ選五ング指導  .肺理学療法
●緊張緩秀aの指導   .摂 食指導

主治医や訪問看護aFと 穏談tノ 、成長1こ応lッて変化するネi韓勘轟員の検討・協議を行います。
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,*本資料で |よ 、医療的ケアの実施のために学校に過3置 されている保健師、動産師、ア
/ 看護師、准看護師のことオご

'学

校の看護師」と話載してしれます。//ァ イ///′

諷主治辱
医療的ケア児の診療を行しヽ、訪間看護師が実施する

医療的ケアの指示を出します。

●訪問看護指示書の発行

0学校医への診療情報芽犀供、情報共有

●保護者への説明

●衛生材料や医療的ケアに必要な場品の支総  など

学校医と連携し、情報の共有をします。

自治体の医療・

保健・福祉部門/
保健所 /

市町村の保健師

I

相談支援専門員 /

医療的ケア児等コーデイネーター

相談を受け、支援について、それぞれの

立場で、総合的に調整し、サービス等

利用計画案を作成したり、必要時にサービ

スを導入します。

訪間看護ステーシヨンが行つてし再る

訪間看護以外の取り組み例

地域によつて違いがありますが、医療的ケア児

への支援のため、以下のような取り組みをし

ているところもあります。

●医療的ケア児に関する研修会  0学校への派遣

●放課後等テイサービス     ●査宅とノス/〈イド事業

0通学車麗への同乗                なと

底療的ケア完を診察し、

指導こ助言等をします。

●医療機関との連携

0災害個別計画
つての指導・勁言  など

なと



1医療的ケア児の学校生活と
訪問看護との1関わりのT例

′ユ´~~~~~ヽ と、 |

相談支援専門員や保健

師などに相談・連絡する

ことで多職種連携が進

み、子供を支援する地

域の輪が広がります。

保 育 所・幼 稚

園入園等を目

指します。

′
/ 医療的ケアに関わらす、 

｀
ヽ
、

生活支援の方法 (だつこ

や食事・排泄ケアなど)

等について学校に対し

て訪問看護師が支援す
｀ヽ
＼ ることができます。

子供自身による医療的

ケアの自立を目指して、

家庭でも学校でも子

供への関わり方を関係

職種が情報共有しま

す。
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//学校の看護師と訪間看護師で 情報
＼

、ヽ

を共有することで、子供|よ 学 校で  ｀

安心して過こせます。

情報共有に|よ、対面で行う

の他、訪間看護情報提供書や

ノート(サポートファイル)等を

していまず。

学校の看護師が家庭に訪間す

とで家庭での様子を宍8る こと

、`、きます。

子供の成長・発達 に

合わせて、学校の看

護 師 も訪 間 看 護 師

も、医師に指示の内

容を本B談します。

//学校の看護師も訪闘看
｀ヽ
、

護師も同じ研修会など

に参力8することをきつ

かけに、地域の仲間と

お互いに顔の見える関
｀
ヽ
、係ができます。

小学校等入学にむけ

て準備をします。教育

委員会の求めに応じて

訪 Fo弓看護師が在宅で

の情報を提供します。

場合

連絡

活用

るこ

もで

子供の成長・発達

に応じ、適時関係

者間でカンフアレ

ンスをします。

進
学

・就
労

・福
祉
施
設
利
用

/ 保育所、幼稚園、児童発達

/ 支援センター、児重発達
1  支援事業所等 を訪 間 し、

キ  子供|こ あつた保育・教育=

1  発達支ま妥の場で遇こせる
＼、 ように、と也域と調整を図

、` ります。

学麟難、学校生灌鋳麗の 後の福卒圭的支援の甥 (学重f呆育、放課後等デイサービスなど〉

/′
在学中に医療的ケアが ＼、 /新径の学校の看護師

｀ヽ
、

必要になつた時にも、医

療的ケア児にF美弓わる関

係者で集まつてカン

フアレスをし、t斉報共有

、`＼をすることができます。/

lよ 、医療的ケアの技術

を習得するため|こ医師

の指導や訪 Foこ 看護 8雨

からのサポートを受 tサ

、`ることもできます。

本 人 イ呆護者

♂

く
｀

｀
｀ ｀ ｀ ― … … ― ― ― ― ″ ″ ´

入学前に学校や学び

の場を検討するため

に早めに教育機 関

(事女育委員会等)に 相

談します。

/ノ 学校生透について、子供・
′
 保護者を含め、主治医、

学校関係者 (校長・担任・

学校医・看護自顧)、 教育委

員会、訪 Fo号看護8顧、り八ビ

リ職員等がカンフアレンス

＼` をすることがあります。

お 卒業後の進路に 、`、

向けてF美弓係者 F蒔尋

でカンファレン

スをします。

学校

心

病院看護息爾

ＥＥ
Ｈ
Ｖ

医
療
鶴
ケ
ア
の
準
備

捕

暮

,E任

学校の看護8市

校 長 教育委員会

訪間看護8爾



さまざまな取り組み例

く学校での生活とケア、家庭での生活とケアをt青報共有し、一緒に入学の準備をした事例 >

保護者からの相談を受けて、訪,9ヨ看護會市や理学療法士が保護者や医療09ケア児本人と一継1こ学校を
‐
訪間しました。

学校を訪間することで、保護者も訪問着護8藉も学校での生活をイメージすることができるだけでなく、家庭でのB七質の様子や病態の特徴、

医療的ケア等1こついて伝えることができます。

主治医から学校霞等への情報提供に基づく医療鶴ケアの流れ【イメージ園】

学校での医療的ケアが実施されるしくみ

看護団体

医療・福祉部局教育委員会

自治体

保護者

学
校

医
一

担

任

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

学校医療ケタチエム

橿IⅢ―

医療的ケア児

療

的

ケ

ア

参画・指導・助言 校長代表
医療的ケア運営協議会 医師会

1  医療機関肝 保護者代表

学 校学
校
医
・

医
療
的
ケ
ア
指
導
医

一　
　
児
童
生
徒
等

主
治
医

▲ 1鶏
学技の

濃護婦l憲

~指
承

医療的ケア

安全委員会

横長の騒務麓晉

の琴、懸雑のよ量承

韓基づき

懸療簿すアを霙議

校
長 服務監督

■て

'

学
級
担
任
等

香
護
教
論

認
定
特
定
行
為

業
務
従
事
者

】
　

児
童
生
徒
等

密接な連携

診療t青 韓提供*

昌々
学
校 ニ

保
護
者達撓

意見交換、相談

密接な連携

の  !

▲
↓ ↓

筵 鯵
兎 馨の教育支援計画

の1々 成

*主治医から学校医等に情報提供すると診療情報提供料を算定することができます。 出典 :文部科学省資料を一部変更

出典 :文部科学省作成資料

靴

ｌヵ

学校の設置者
地域の医師会

都道府県の看護協会など付

く子供を含めた家族を地域で支えた事例>

医療a与ケア児の家族が裡母を在宅で香取ることになり、多くの支援が必要となつてきました。相談支援員を中心に、主治医、訪F。3着護日輌、

訪間弁護Ⅲ教員、保護者など関わる人たちで定期的なカンファレンスを講催し、「チーム (子供の名前)Jと しヽうほどの支援チームができま

した。

支援チームに学校関係者が参加したことで、家磨での安定だけでなく学校でも安定して過Iすことができます。

E

学校等における生遇を安心して安全に送ることができるよう、訪闘看護ステー

シヨンと学校等との連続を推進するために平成30年に新設されました。

●保護者の同意を得て、学校等σ,求めに応じて、情報提供

●各年度1回、またIよ遷園=通学により初めて在籍する月に情報提供した場合、訪問看護情

報提供料2を算定することができます。

<燒報堤供の主な内容 >
。E3常生活等の状況(食事、滴潔、排泄、睡a民、生活リズム、服薬、家族等)

●看護肉容
。医療的ケア等の実施方法及び盟憲事項
。その他特記すべき事項

■姿勢の保ち方や五夫など、写真を一緒に,奈付することもあつます.

学校の看護師と読問看護自雨との連携で良かつた点

訪弱看叢軒,こ 学校での基療時ケア児の過ごし方を理解してもらうことができる

自零での議間着護舒が行うケアの角容や手技等のi青懇を寄ること,こより、

学校でのケアtこ4食立てることができる

雲療釣ケア児すこ変てとがあつた場合、タイムヴー:こ 1毒薫共有を図ることができる

あ二いの看護駐員の役割を避撃してもらうことができる

頼の見える調係ができ、気軽,こ だ]談できる

安心して医療的ケア,こ慶する業務,こ従事できる

最騒の籍妻や指報を得ることができる

定鶏的に在宅での医療当ケア尭の装子を文書等で響告してくれる

病暁の医3予や看護残員へ、校庵での医療的ケアえの様子を伝えてくれる

(令弄82年 11局調査)

515%

5%

2870/O

70/6

198%

198%

198。/c

8%

89°/O

<看護饒同とが連携した事例>

成長とともに医療的ケアが選え、体の変形も進んだ子供に弱して学校での医療き

'ケ

アの変質な

どにつしヽて、学校の遷護忠轟と訪闘看護饒が情奪鼠交換してスムーズなケアに薬がりました。

く訪間看護 8雨との連携 (看看連続 )で改善や効果があつた蓼例 >

0訪間看譲師に学校のシステムや学校での本人の様子を1里解してもらい、情報共有できた。

。自宅でのケアの方法と学校でのケアの違いを話し合い、ケアの工夫ができた。

●
'舟
麿 (しょくそう)予防の具体的なアドバイスを受け、その後祷癒をつくることなく過こせてしれる。

●気箇内吸引のタイミングや経管栄養時の姿勢、てんかん発作特の対応など、情報共有し、ケアが実施できた。

●医療的ケアをlぶ じめる時に訪闘看護師から家庭での医療釣ケア児の様子を詩ヨくことができ、参警になつた。

訪間看護ステーシヨンから学校への「訪間看護情報提供書」

学校の看護師からみた訪問看護師との連携 (学校の看護師への調査より)

辛本調査〔:Af地 域において医療的ケア児に関わる者蒸連猟モデルの剤出」孫合言を歩瞭フ

訪間看護ステーシヨンが行つている訪間看護以外の取り組み

地域によつて違いがありますが、医療的ケア児の支援のため、以下のような取り組みをしているところもあります。

日小中学校における医療的ケアの支援事業

訪Po日 看護ステーシヨンが市阿村教育委員会から委託を受け、地域のおヽ中学校で薄尿や吸引等の医療的ケアを行つています。

学校の教員や養護教諭、教育委員会の医療的ケア担当者や看護師、医療的ケア児本人や家族と一緒に定期的に会議を持ち、医療的ケ

アのあり方や自立に向けた話し合いをしています。

日「専用通学車両」での付き添いと送迎

訪Poヨ 看護ステーシヨンが市阿村教育委員会から委託を受け、スクールバスに訪問看護倉雨が同乗します。

学校への付き添いや送迎時、子供の学校での様子 (発作が多いとぬ`、よく寝てるとか、吸引の回数が多いとか)が間け、学校と自宅で

の生活を情報共有する場になつています。

1研修会等の開催

子供を中心とした地域連携の会を開催したり、事例検討会を開催している訪問看護ステーションもあります。病院の医師・看護師、

保育士、学校の教員、保健師、児童発達支援員、相談支援員、訪間看護師などさまざまな者が参力Bしている研修会もあります。研修会

を通して「顔見夕llりの関係」ができると困つた時の相談もできます。


